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「６年生、ありがとう！」     校⾧  川畑 豪則   

 寒さもゆるみ、ふと気がつくとあちらこちらの庭先には梅の花が咲いています。毎年時
期を違えず、春の先がけとして咲くこの花を見ていますと、花の美しさと共に自然の摂理
の素晴らしさを感じさせられます。 

２月の授業参観・懇談会・学校保健安全委員会には、多くの皆様にお越しいただき、あ
りがとうございました。授業参観では、お子さんの成⾧に思わず涙腺がゆるんだ方もいら
っしゃるのではないでしょうか。わが子の成⾧は、日頃の子育ての苦労や悩みを取り払っ
てくれる妙薬です。子ども達は、日に日にできなかったことができるようになり、思いも
よらない大人びた言葉を発するようになります。ふと「おむつを替えてあげていたこの子
が。」と、その成⾧に思わず心が和むものです。そんな毎日を楽しめることが、子育ての
醍醐味であり、また、子どもにとっても親の愛情を感じ取る時なのだと思います。 

 ６年生は、この１年間、宮小学校のリーダーとして、下級生を導いてくれました。ま
た、委員会や児童会では、みんなのために先頭に立って働き、朝のあいさつ運動にも継続
して取り組み、あいさつができる元気な学校にしてくれました。６年生のみなさん、あり
がとう。残された小学校生活を大切に過ごしてください。 

めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい子 

学校評価アンケートの結果について 

 肯定的な回答(「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計)の増減が昨年度比２％程度
であるかを一つの基準としてみると、児童アンケートでは、質問④「だれにでもあいさつ
ができる」、質問⑦「地震や火事が起きたとき、どう行動するといいかわかる」で増加が
見られ、大きく減少した項目はありませんでした。保護者アンケートでは、質問⑦「家
庭・地域は、学校に対してそれぞれの役割を果たし、連携、協力している」で増加が見ら
れました。反対に、質問①「教育活動や子どもの様子を保護者にわかりやすく伝えてい
る」、質問③「安全確保・健康管理の取組を十分に行っている」、質問⑨「子どもは毎日
楽しそうに学校へ通っている」、質問⑬「子どもは本をよく読んでいる」で減少が見られ
ました。学校では、この結果を真摯に受けとめ、一人一人の子どもたちが大切に認められ
活躍できる楽しい学校であること、様々な取組について積極的に発信していくことをめざ
して、これからも努力して参ります。ご協力ありがとうございました。この結果について
は、別紙で配付するとともに、学校ＨＰにも掲載します。ご覧ください。 

本校３年生児童が「和歌山市児童生徒文化奨励賞」を受賞！ 

令和６年に文化活動で顕著な成績（国、地方公共団体等が主催、共催又は後援をする全
国規模の大会、審査会等で特に優秀な成績）を収めた児童生徒に贈られる「和歌山市児童
生徒文化奨励賞」に本校３年生児童が「書道分野」で選ばれ、先日表彰式で、副市長様か
ら表彰状とメダルを授与されました。今後の継続した取組・活躍を期待いたします。おめ
でとうございます！！ 

４月の給食から、牛乳はストローレスになります 

 和歌山市では、今年度４月から学校給食で提供する牛乳の容器を「ストローレス牛乳パ
ック」へ変更しています。牛乳パックの飲み口は開けやすいように工夫されており、低学
年児童でも簡単に開いて飲めるようになっています。ストローレス牛乳パックへの変更
は、環境に配慮した取組の一環であり、プラスチックごみの削減や児童の環境意識の向上
といった効果が見込まれます。令和７年４月からは、ストローの配付がなくなります。ス
トローレス牛乳パックでの飲用が難しいお子さんには、ストローを家庭から持参いただく
等、個別の対応を行っていきます。その場合は、各担任までご連絡・ご相談ください。 



 
 


